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自己評価

令和４年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立門司学園中学校

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

学校関係者評価

次年度の主な課題

中高合同教科会議において、中学校の外部模試のデータを共有し分析を行う。
中学３年生のトップゼミを中高職員で実施し、大学入試を意識させる。
門司学ライブなど、職業観を育む行事を実施する。

学　校　運　営　計　画　（４月）

A A

６年間を見通した教科指導の展開

地域から信頼される魅力ある学校づくり

授業改善による教科指導力向上

具　体　的　目　標

・自他の人権意識を再認識し、お互いを尊重し、気持ちよく学校生活を送ることができる学習環境の整備を一層推進する。
・人命軽視の風潮を根絶し、いじめ、中途退学、不登校のない学校づくりを実践する。

・生徒各人に「夢」を持たせ、意欲的に学ぶ姿勢を身につけさせる。
・異年齢集団における「挨拶」の大切さに気付かせ、中高一貫教育校ならではの「長幼の序」の精神を涵養する。

・中高一貫教育の制度を十分活用し、中学校、高等学校におけるキャリア教育、進路学習の有機的な関連づけを強化する。
・進路指導のより一層の強化、充実を図り、生徒一人一人の希望進路達成のための指導力を強化する。
・生徒に志を持たせ、自ら意欲的に学ぶ生徒を育成する。

・６年間を見通した教育課程を充実発展させることにより、個々の生徒の進路実現を支える確かな学力を身につけさせる。
・新たな学びプロジェクトを活用し、指導方法・授業評価方法の研究に取り組み、魅力ある分かる授業、学力を高める授業を展
開する。

　・生徒の個に応じた学びを実現するために、一人一台設置されたタブレットPCを積極的に活用した授業改善を行う。
　・自他の人権意識を再認識させ、お互いを尊重し、気持ちよく学校生活を送ることができる学習環境を整える。
　・魅力ある学校づくりを推進した上で、積極的に本校の魅力の発信を行い、中学校志望者の増加、高校への内進・外進の進学者の増加を図り、生徒・保護者・地域から信頼される学校づくりに努める。

評価項目以外のものに関する意見

・本校の魅力発信に今後も力を入れると共に、在校生の学校生活に
対する満足度が大きくなるような取組を行っていただきたい。また、ス
クールバスや公共交通機関を利用した通学手段が生徒や保護者の
経済的な負担の増大に繋がらないように改善していただきたい。

　・６年間を見据えた中高一貫教育の実現に向けて、中高合同研修会等において、大学入試改革に伴う対応や本校生徒の学力に関する課題を明確にし、教育活動の充実を図る。

キャリア教育・進路指導の充実と希望が達
成できる進路保障

学力向上策実践と授業改善

B

時間前行動や朝の挨拶、身だしなみの意識の更なる向上を図る。

デジタル教科書の効果的な利用や、ＩＣＴ機器を積極的に用いた授業を推進する。
中高教員の相互授業乗り入れを推進し、中高の接続を円滑に図る。
学校行事や道徳の授業を通して、人心を育てる道徳教育の充実を図る。
学習活動や学校行事等で、学年横断的な異年齢交流を活性化する。
年２回授業アンケートを実施し、成果と課題を明らかにして授業改善を図る。

・生徒が門司学園で生き生きと学校生活を送っている姿や希望進路を実現させている実績をこれまで以上に積極的に発信す
る。
・学校説明会の内容を更に充実させ、学校ＨＰの更新を頻繁に行い、学校訪問の回数も増やし、多くの方に門司学園の魅力を
知ってもらえるように努める。

・各分掌・学年の主任主事をはじめとするベテラン教員が後進の育成を常に意識しながら指導にあたる土壌を構築する。
・学校の５年後・１０年後という中期的展望に立ち、恒常的に一定の組織力が発揮できる体制づくりを一層推進する。

研究授業、公開授業について、中高相互授業参観を行う。
「学校いじめ防止基本方針」に基づいた未然防止・早期発見の取組を強化する。
生徒会を中心とした人権尊重の精神を高め合う活動を支援する。

B
・日々の人権教育の取組によって、いじめ重大
事態再発防止に努めていただきたい。

A A

オンライン学習ツールを活用し、自宅学習習慣を身につけさせる。
A

学活や総合的な学習の時間において人権意識の向上につながる授業を計画する。
特設人権教育を通して、人権尊重の視点に立った教育活動を実践する。

教育実習生をはじめ、卒業生との交流の機会を設け、身近なお手本とさせる。
キャリアパスポートを活用し、自分の生活を振り返ると同時に、目標を持って生活させる。

　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

評価（３月）

A教務部

生徒指導部

〈成果〉
「新たな学びプロジェクト」を通してICTの活用が進み、魅力ある
分かる授業、学力を高める授業に向けた授業改善を進めること
ができた。また、生徒一人一人に対応した細やかな進路指導に
より１３期生は４３名（３５．２％）が国公立大学に現役合格を果
たした。さらに、中高生徒会が連携を図り、挨拶の励行やコロ
ナ禍での行事の企画・運営にオンライン等を積極的に取り入
れ、生徒の主体性を育む中高一貫教育校ならではの教育活動
の実現に努めることができた。
〈課題〉
「新たな学びプロジェクト」（３年目）は生徒主体のICT活用を積
極的に推進し、生徒の学力向上と進路実現にむけたキャリア
教育の充実を目指したい。また、６年間を見据えた中高一貫教
育の実現に向けて、中高合同研修会や合同教科会議におい
て、大学入試改革に伴う対応や新学習指導要領実施について
最新の情報を共有し、本校の課題を明確にすることで教育活
動の充実を図りたい。また、指導方法・授業評価方法の研究に
努め、魅力あるわかる授業、学力を高める深みのある授業の
展開を行うことで、生徒の学びに向かう意欲をより高めたい。そ
の上で魅力ある学校づくりを一層推進し、中学校志望者の増
加、高校への内進・外進の進学者の増加を図り、生徒・保護
者・地域から信頼される学校づくりを推進していきたい。

昨年度の成果と課題

学校運営方針

具体的目標

門司学園の魅力を積極的に発信

若手教員の育成

併設型中高一貫教育校として、生徒一人一人の豊かな人生実現を支えるべく、中高それぞれの教員が相互に連携し、その特性を最大限に生かす６年間を見通した教育課
程を確立し、１００年後に繋がる確固たる礎を築く。

具　体　的　方　策

年　度　重　点　目　標

人心を育てる道徳教育・人権教育の充実

「夢」をもち、「挨拶」のできる生徒の育成

進路指導部

生徒の健康課題を把握し、健康教育の充実と健康維持増進を図る。
心の問題の早期発見・対応に努める。

A

・一人一台配置されたタブレットPCを活用し
て、成績上位者や成績不振者に対して個に応
じた支援ができるように具体的な方策を考えて
もらいたい。
・中高合同公開授業を積極的に開催し、中高
一貫教育校ならではの、特徴ある教育活動に
取り組んでいただきたい。

A A

・感染対策を踏まえた上で、生徒会活動や校
外での体験活動を実施していただきたい。
・公共交通機関の乗車時や校外でのマナー向
上の意識を高める指導をお願いしたい。
・不登校の生徒に対してどのような指導を行う
かを教師間で共通理解を行い、効果的な取り
組みを行っていただきたい。

・コロナ禍のため実践が困難であった卒業生
や職業人との交流活動を再開し、中高一貫の
６年間を見通したキャリア教育に取り組んでい
ただきたい。
・中学校の外部模試のデータを中高の職員で
共有した上で進路指導を行い、大学入試を意
識した学習習慣を身につけさせてほしい。

A

A

A

A

B

携帯電話・スマートフォンや公共交通機関の乗車に関するマナー教育に取り組む。

人権尊重の精神を養い、高い人権意識を持つ生徒の育成人権教育 B B

・成績上位者、成績不振者に対する支援方法の工夫
・統合型校務支援システムの運用と、出席簿廃止に伴う
出欠確認方法の徹底
・中高合同公開授業週間の設定

・人権意識を高め合う生徒会活動の継続的な支援
・職員研修の更なる充実。
・挨拶や身だしなみに関する日常的な働きかけ。
・学校活動における感染症防止対策の継続。
・感染症防止を含む、登下校時のナマー向上。
・心身の健康管理。
・生徒の振り返り活動の充実
・高校生や卒業生との交流行事の実施
・進路意識を向上させる集団づくり

・特設人権授業の指導案の見直し
・人権意識高揚を目指した学活や総学の計画立案

A

A

人権尊重の意識向上と学習に専念できる集団作りの育成

基本的生活習慣や規範意識の向上

生徒の心身の健康増進

６年間を見通した進路指導

生徒の進路意識の向上

自ら成長できる生徒の育成


